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Ⅰ 点検及び評価の概要 

１ 趣旨 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正（平成２０年４月施行）

において、教育委員会は、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について、

毎年点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出すると

ともに公表しなければならないことと規定されました。 

また、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知

見の活用を図るものとされています。 

このことは、教育委員会が、地域の教育に責任を負う役割を再確認し、透明性

を高め、説明責任を果たさなければならないというねらいがあります。 

香美町教育委員会では、平成２３年度に策定した「香美町教育振興基本計画」

を基に教育委員会が推進する「教育の重点」に沿って、具体的な教育行政が執行

されているかについて、また、今後のあり方等について、教育委員会が自ら評価

し、学識経験者の知見の活用を図りつつ、より効果的な教育行政の推進に資する

とともに、町民への説明責任を果たすため、事務事業の点検及び評価を行うこと

とします。 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

２ 点検及び評価の対象 

「香美町教育振興基本計画」に位置づけられている「主な取組及び具体的な達

成目標」及び平成２８年度に実施している香美町教育行政の主な施策及び事務事

業の中から、香美町教育委員会としてそのあり方を検証する必要性が高いと判断

される主要な事務事業を対象とします。 

 

３ 点検及び評価の方法 

点検及び評価に当たっては、事務事業ごとに、事業の内容、実施状況及び結果

について、①妥当性（目的妥当性、町の関与）、②有効性（町民ニーズ等、進捗

度合い）、③効率性（手段の最適性、受益者負担、コスト削減）の観点から、担

当者が自己評価を行います。 

自己評価をもとに、内部評価委員会を開催して、判定及び方向性を次のとおり

内部評価し、課題及び今後の対応などを検討した結果を総合評価とします。 
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【判 定】 

判定 評価基準 達成率 対前年度評価 進捗評価 

A よくできている 100％超 
前年度を上回っ

て達成 

指標を上回って

達成 

B できている 75％超 100％以下 前年度と同等 指標どおり達成 

C あまりできていない 50％超 75％以下 
前年度を少し下

回った 
指標を下回った 

D できていない 50％以下 
前年度を大きく

下回った 

指標を大きく下

回った 

 

【方向性】 

拡  大 施策上の必要性や住民ニーズにより、さらに拡大・充実を図るべきもの 

維  持 現状どおり事業を継続させることが妥当なもの 

内容改善 実施方法・内容などを見直して事業成果の向上を図るべきもの 

縮  小 サービスの供給又は費用が過大となっており適正化を図るべきもの 

廃  止 施策上の必要性や住民ニーズが減少し、廃止が妥当なもの 

 

この総合評価は、内部評価委員会によって判断した結果であり、判定結果によ

る良し悪しを示すものではありませんが、事務事業の実施状況・結果と内部評価

に基づいて、次年度の各事務事業の方向性について検討していきます。 

 

４ 学識経験者の知見の活用 

評価等の客観性を確保するため、教育に関する学識経験などを有する方３名で、

外部評価委員会を組織し、教育委員会活動及び事務事業の総合評価結果について、

３名の委員からさまざまな意見及び提言等をいただきました。 

 

氏  名 所 属 等 

廣 岡  徹 
学識経験者 

兵庫教育大学教職大学院元教授（現非常勤講師） 

田中 文世 
保護者、前香美町ＰＴＡ協議会会長 

香美町教育振興基本計画後期計画策定委員会委員 

茨  勝 
保護者、前香美町ＰＴＡ協議会副会長 

香美町教育振興基本計画後期計画策定委員会委員 

 

５ 評価結果の公表 

外部評価委員会の意見・助言を盛り込んだ評価結果について、報告書を作成し、

議会に提出するとともに、ホームページへの掲載等により公表します。 

 

６ 次年度事務事業への反映 

この点検・評価の結果を踏まえて、次年度の事務事業に反映させます。 
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Ⅱ 教育委員会の活動状況 

１ 教育委員会委員 

（平成２９年３月３１日現在） 

職 名 氏 名 任期満了日 

教育長 朝倉
あさくら

 寿文
としふみ

 平成３０年５月１９日 

委 員（職務代理） 山
やま

﨑
さき

つるみ 平成３１年５月３０日 

委 員 安田
や す だ

 優二
ゆ う じ

 平成３２年５月３０日 

委 員 野村
の む ら

 道彦
みちひこ

 平成２９年５月３０日 

委 員 吉田
よ し だ

加代子
か よ こ

 平成３０年５月３０日 

 

２ 教育委員会会議の開催状況 

  開催回数 定例会：１２回 

 

会議区分 開催日時 開催場所 

 ４月定例  ４月２１日(木)午後２時～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ５月定例  ５月２６日(木)午後２時～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ６月定例  ６月２１日(火)午後２時～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ７月定例  ７月２１日(木)午後２時～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ８月定例  ８月２４日(水)午後３時～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ９月定例  ９月２１日(水)午後２時～ 村岡地域局 ３０１会議室 

１０月定例  １０月２１日(金)午後２時～ 村岡地域局 ３０１会議室 

１１月定例  １１月２４日(木)午後２時～ 村岡地域局 ３０１会議室 

１２月定例  １２月２２日(木)午後２時～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 １月定例  １月２７日(金)午後２時～ 村岡地域局 ３０１会議室 

 ２月定例  ２月１７日(金)午後２時～ 香美町役場 第２会議室 

 ３月定例  ３月２３日(木)午後２時～ 村岡地域局 ３０１会議室 
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３ 教育委員会会議での審議事項 
 

開催月 区分 審 議 ・ 協 議 事 項  内           容 

４月定例 

報告 
香美町子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定める条例

施行規則の一部を改正する規則の制定について 

「子ども・子育て支援法施行令の一部を改正する政令」の制定に伴い、教育・保育の利用者負担額（保育

料）を改正 

議案 
香美町立幼稚園預かり保育事業実施要綱の一部を改正する要綱を定め

ることについて 
幼稚園預かり保育事業利用料に幼稚園保育料の多子軽減を同様に適用できるよう要綱の一部を改正 

議案 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について 小・中学校、幼稚園等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱についての説明 

議案 香美町教育研修所の運営について 町教育研修所の運営方針についての説明 

協議 香美町教育委員会：平成２８年度学校訪問について 町教育委員会の学校訪問の計画についての説明と質疑応答 

５月定例 
議案 村岡中学校校舎大規模改修工事の請負契約締結に関する意見について 工事の請負契約内容及び概要についての説明 

協議 香美町教育委員会：学校訪問について 町教育委員会の学校訪問の日程調整 

６月定例 
議案 

香美町保育所における業務効率化推進事業補助金交付要綱を定めるこ

とについて 

保育所のＩＣＴ化を推進するため、「保育業務支援システム（保育士の書類作成等の業務に利用）」の導

入に必要な費用の一部を補助できる要綱を提案 

協議 教育委員会の点検・評価について 前年度の教育行政事務の管理執行状況の点検及び評価についての説明と質疑応答 

７月定例 議案 香美町教育振興基本計画策定委員会設置要綱を定めることについて 
香美町教育振興基本計画の改定にあたり、基本となる方針等を検討する策定委員会を設置するための要綱

を提案 

８月定例 
議案 

香美町保育事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱を定めることに

ついて 

延長保育事業に係る国庫補助金の交付要綱の改正に伴い、香美町における延長保育事業に係る補助金交付

要綱の一部を改正 

協議 教育委員会の点検・評価について 前年度の教育行政事務の管理執行状況の点検及び評価についての説明と質疑応答 

９月定例 議案 
村岡中学校校舎大規模改修工事の請負変更契約締結に関する意見につ

いて 
工事の請負変更契約内容及び概要についての説明 

10月定例 議案 香美町保育料軽減事業実施要綱を定めることについて 
「ひょうご保育料軽減事業実施要綱」の施行に伴い、保育料の軽減対象を第２子以降に拡充するための要

綱を提案 

11月定例 

報告 香住第一中学校管理棟改築工事の請負変更契約の締結について 工事の請負変更契約の内容及び概要についての説明 

議案 香美町立保育所管理規則の一部を改正する規則を定めることについて 「保育所入所不決定通知書」を「保育所入所保留通知書」へ変更するため、規則の一部を改正 

協議 香美町教育振興基本計画・後期計画（素案）について 平成２９年度から５年間に取り組むべき後期計画の素案についての説明 

12月定例 議案 香美町教育振興基本計画（後期計画）の策定について 香美町教育振興基本計画の後期計画の内容及び概要についての説明 

１月定例 

議案 
香美町特定保育所入所申請事務取扱要綱の一部を改正する要綱を定め

ることについて 
「保育所入所不決定通知書」を「保育所入所保留通知書」へ変更するため、要綱の一部を改正 

協議 平成２９年度香美町教育の重点（案）について 平成２９年度香美町教育の重点（案）の説明と質疑応答 

協議 保育所のあり方について 就学前の体制についてのこれまでの経緯と今後の方向性について説明 

協議 平成２８年度卒業(園)式の予定について 小・中学校、幼稚園の卒業(園)式への教育委員の出席について 
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開催月 区分 審 議 ・ 協 議 事 項  内           容 

２月定例 
協議 平成２９年度香美町教育の重点（案）について 平成２９年度香美町教育の重点（案）の説明と質疑応答 

協議 平成２９年度入学(園)式の予定について 小・中学校、幼稚園の入学(園)式への教育委員の出席について 

３月定例 

報告 
香美町村岡区民センター管理規則の一部を改正する規則の制定につい

て 
「施設使用料の減免割合の見直し」に係る改正に伴い、規則の一部を改正 

報告 香美町射添会館管理規則の一部を改正する規則の制定について 「施設使用料の減免割合の見直し」に係る改正に伴い、規則の一部を改正 

報告 香美町立香住文化会館管理規則の一部を改正する規則の制定について 「施設使用料の減免割合の見直し」に係る改正に伴い、規則の一部を改正 

議案 
香美町立小代区地域連携センター管理規則の一部を改正する規則を定

めることについて 
「施設使用料の減免割合の見直し」に係る改正に伴い、規則の一部を改正 

議案 香美町立公民館管理規則の一部を改正する規則を定めることについて 「施設使用料の減免割合の見直し」に係る改正に伴い、規則の一部を改正 

議案 
香美町公立学校県費負担教職員の職務に専念する義務の特例規則の一

部を改正する規則を定めることについて 
「行政不服審査法」の改正に伴い、規則の一部を改正 

議案 
香美町立小・中学校児童生徒各種大会派遣費補助金交付要綱の一部を

改正する要綱を定めることについて 

大会派遣経費における交通費及び宿泊費等の補助率を引き上げることにより保護者負担を軽減するため、

要綱の一部を改正 

議案 
香美町遠距離通学費補助金交付要綱の一部を改正する要綱を定めるこ

とについて 

自転車通学対象者について、自転車購入費における補助対象経費の上限額及び補助率を引き上げることに

より保護者負担を軽減するため、要綱の一部を改正 
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４ 教育委員会会議以外の活動状況 

⑴ 研修等 

名 称 実 施 日 開催場所 

兵庫県教育委員会連合会研修会 平成２８年 ５月１３日 姫路市 

但馬女性教育委員第１回研修会 平成２８年 ６月１７日 朝来市 

但馬教育委員会連合会研修会 平成２８年 ６月２７日 新温泉町 

兵庫県女性教育委員研修会 平成２８年 ６月２９日 淡路市 

近畿市町村教育委員会研修大会 平成２８年１０月２５日 紀ノ川市 

兵庫県教育委員会連合会 

新任教育委員研修会 
平成２８年１１月１８日 神戸市 

但馬女性教育委員第２回研修会 平成２９年 １月２０日 養父市 

 

⑵ 教育委員会関連事業 

ア 入学(園)式・卒業(園)式 

 
保育所 

認定こども園 
幼稚園 小学校 中学校 

入学（園）式 
４月 ５日  

 

４月 ８日  

１１日  

４月 ８日  

 

４月 ８日  

 

卒業（園）式 
３月２５日  

 

３月２２日  

２３日  

３月２１日  

 

３月１０日  

 

 

イ 運動会 

 保育所 

認定こども園 
幼稚園 小学校 中学校 

運動会 

９月２４日  

１０月 １日  

 

 

９月１１日  

１７日  

１８日  

３０日  

６月１１日  

９月１１日  

１７日  

１８日  

９月１０日  

１１日  

１８日  

  

 

ウ 学校訪問：７回・・・小学校：５校、中学校：２校、幼稚園：４園、 

柴山保育所 

 

エ その他関連事業 

名  称 実 施 日 

教育委員の意見交換会 平成２８年 ９月２１日 

人権学習懇談会 平成２８年１０月 ７日 

総合教育会議 平成２９年 ２月１７日 

 

⑶ その他 

但馬教育塔合祀祭・・・平成２８年８月２５日 
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Ⅲ 点検及び評価の結果 

１ 重点施策の取組状況 

⑴  香美町ならではの魅力ある学校園づくりの推進 

小規模校の特色やよさを生かした香美町ならではの魅力ある学校園づくり

を進めるため、各学校園は、「学校版教育環境会議」における参加者の評価や

意見などを踏まえ、地域の教育・学習資源の利活用や「学校間スーパー連携チ

ャレンジプラン」等を展開しました。 

とりわけ、子どもたちへの指導に当たっては、一人一人を認め育てる「個に

応じた指導」の充実を図るため、個人差に応じて、個別化指導などに取り組む

とともに、「ほめる」指導を大切にした取組を推進しました。 

特別な支援が必要な子どもたちに対しては、各学校において、特別支援教育

コーディネーターや学級担任が中心となり、スクールアシスタントや介助員、

学校生活支援教員、県立特別支援学校との連携を図りつつ、個に応じた指導・

支援を充実させました。 

グローバル化に対応した新たな英語教育に向けて、ＡＬＴを活用した英語の

授業や外国語活動の時間を一層充実しました。また、町教育研修所の外国語教

育研究事業部会と連携して、兵庫教育大学の英語指導力向上研修で学んだ成果

の普及を図る公開授業・伝達講習会を開催し、英語教育の指導力の向上を図り

ました。 

キャリア教育については、村岡中学校区が２年間のキャリアノート活用を図

る先進的取組を行いました。全ての学校で、キャリア教育目標の設定を行い、

全体計画を作成し、キャリア教育担当者の配置により組織的・系統的な推進体

制の構築を図り、計画的にキャリア教育の推進を図りました。 

特に、自然学校は２９年目、トライやる・ウィークは１９年目の取組として、

キャリアの視点による多様な社会体験活動等に取り組みました。 

食育では、ふるさと食材調理実習教室や中学校での魚の三枚おろしなどのカ

リキュラム化を推進するなど、ふるさと教育を意識しながら、子どもたちの指

導に当たりました。 

 

⑵  安全・安心で信頼される学校園づくりの推進 

子どもたちに安全・安心な学びの場を与えるべく、学校施設の耐震化を推進

し、老朽化した施設については、長寿命化を図るなど、教育環境の整備に当た

りました。 

いじめや体罰のない学校園づくりを推進するため、「香美町いじめ防止基本

方針」を策定し、いじめの未然防止、早期発見及びいじめへの対処の対策を総

合的かつ効果的に推進してきました。特に学校では、いじめの積極的認知を根

底に、教職員に人権尊重の意識の徹底を図り、家庭とも連携をして「いじめの

防止等」について組織的に対応しました。 

また、体罰についても教職員研修資料「No（ノー）！体罰（改訂版）」等を

活用し、体罰の禁止を徹底しました。 
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⑶  幼児期の教育の推進 

豊かな心を育てるため、「ほめる」「認める」指導を通した「学びの芽生え」

の育成を図りました。  

家庭と密接に連携して日々の指導を行うことを基盤として、子どもたちの成

長をきめ細かに賞賛する教育・保育を重視しました。ほめられ、認められるこ

とは、子どもたちにとってさらなる意欲を高揚させる教育的手立てであり、こ

のことを常に意識した指導に努め、自主・自立を促すとともに、自尊感情の醸

成を図りました。 

「就学前わくわく交流会」では、平素とは異なる多人数の中で、子どもたち

は「非日常」を楽しみ、新鮮さを体感しながら豊かな言語感覚・会話に必要な

スキル、多様な考え等にふれる体験を積み重ねました。 

また、それぞれの能力・技術を発揮し、ひとつのものを創り上げる醍醐味を

味わう過程で、協働することの意義を学びました。  

さらに、健全な体を育てるため、「運動遊び」を通した運動能力の向上に取

り組みました。町内の全幼稚園での給食が開始されて２年が経過し、香美町の

豊かな食材を使用した献立、給食試食会やオープンスクール等を活用した栄養

教諭等による望ましい食生活に関する指導等、「日本一のふるさと給食」を目

指した取組を推進しました。 

 

⑷ 地域の絆をつくる公民館活動の充実 

ふるさとおもしろ塾や放課後子ども教室などを開催し、ふるさとものしり博

士など地域の大人たちが、子どもたちに地域の知恵や文化などを伝える事業を

実施しました。さらに、ふるさと教育応援団では地区公民館を拠点とし、各地

区公民館長をコーディネーター役として、地域と学校をつなぐ取組を進めまし

た。 

また、各種講座を開催して町民への学習機会の提供を行い、町民の生涯にわ

たる学びや集い、つながる場としての事業を実施しました。 
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２ 教育振興基本計画の取組状況 

⑴ 子どもたちの「生きる力」の育成 

ア 幼児期での「学びの芽生え」の確立 

  一人一人を大切にする指導方法の工夫・改善を行い、個々の教育的ニーズに

向き合い、一人一人の特性・よさを伸張させ、「ほめる」「認める」指導を組織

的に展開しました。それにより、教職員の同僚性が強まるとともに、日常的な

切磋琢磨による専門的資質が向上されました。 

  基本的生活習慣の徹底については、家庭や地域と協働しながら、望ましい社

会生活の基礎となるマナー・規範意識等の育成に努めました。 

  さまざまな遊びや活動を工夫し、楽しむ経験を通して、小学校での学習につ

ながる気づき・思考を重視した教員の指導を進めました。 

  また、自他への尊重、非攻撃的自己主張を重視した指導を推進しました。 

 

イ 小・中学校での「確かな学力」の確立 

  児童生徒に基礎的・基本的な知識や技能を確実に習得させるとともに、それ

らを活用して課題を解決するための思考力・判断力・表現力等を育成しました。 

また、授業の冒頭での「学習の見通しを立てる活動」や授業の終わりでの「振

り返る活動」を行うなど、各教科等の「授業づくり」に向けて指導方法の工夫

改善を図る取組を進めました。全国学力・学習状況調査の経年比較調査におい

ても、これらの取組により、本町児童生徒の意識が着実に定着しつつあること

が伺えます。 

さらに、小中一貫化教育の取組を通して、小・中学校が指導方法の工夫改善

に向けた合同研修会を実施し、家庭学習や読書習慣の確立を図るため家庭と連

携した取組を進めました。 

 

ウ 学校間スーパー連携チャレンジプラン「学力向上ステップアップ授業」の推進 

  小規模小学校が主体的に連携し合い、学力向上ステップアップ授業として、

教科、内容によって最適な人数による授業形態を計画し実施しました。その結

果、多くの児童が全体の場で進んで意見が言えるようになりました。さらに、

多人数の場面でも発表できたことで自信がつき、相手の意見をしっかりと受け

止めつつ、自らの考えを発表できる児童も増えました。 

  グループのメンバーが協力しながら問題解決に取り組み、「わかる」楽しさ

を味わうと同時に、話す力、聞く力が向上しました。ほとんどの子どもたちが

毎月のチャレンジプランの授業を楽しみにしており、回を重ねるごとに話し合

い活動が活発になるなどの成果が現れました。 

  教員は、ティーム・ティーチング、グループ別学習、習熟度別指導など、教

科、単元によって多様な指導形態をとることができるため、より効果的な指導

方法の確立が可能になりました。また、ベテラン教員の言葉のかけ方や指示の

出し方など、他の教員の具体的な指導場面が見られるため、若手教員の指導技

術が向上しました。 
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エ 学校間スーパー連携チャレンジプラン「就学前わくわく交流会」の推進 

少人数保育のよさを生かしながら、他園所と合同で多人数保育を実施し、一

人一人を大切にした平素の指導を充実・補完する取組を通して、競うこと・挑

戦することの楽しさ、個性を伸張させる指導の充実に努めました。 

  また、指導者間（幼稚園教諭、保育士）交流を促進し、多様な指導方法との

出合いを通して、自らの資質向上と専門性の研鑽を図りました。 

 

オ 「豊かな心づくり」の推進 

  学校園では、あいさつを人間関係づくりの基本と捉え、「一貫化教育」の中

であいさつ運動を展開し、他人を思いやる心を育てました。 

道徳教育や人権教育、福祉教育、多文化共生教育などを通して、違いを認め

合う心や共生の心を育む教育を推進しました。 

ふるさと香美を愛する心を育てるため、ふるさと食材調理実習教室を行うな

ど、地域の資源を生かした「体験的なふるさと教育」の推進に努めました。 

 

カ 「健やかな体づくり」の推進 

  体力向上に向けた取組として、文部科学省により実施された「全国体力・運

動能力、運動習慣等調査」結果を分析し、課題を踏まえた新たな方策のもとに

改善を図りました。さらに、体を動かす楽しさや心地よさを感じさせる指導の

工夫を図り、体力・運動能力等の向上へ向けた特色ある取組を推進しました。 

健康増進を図るため、ラジオ体操、スキー、雪合戦、卓球、駅伝等の地域の

特色を生かしたスポーツ、幼児期からの元気体操教室などに取り組みました。 

香住Ｂ＆Ｇ海洋センターでは、元気体操教室や就学前園所と連携した体操教

室を開催するなど、子どもたちの体力向上に取り組み、正しい運動習慣を身に

付けさせるよう努めました。 

また、「日本一のふるさと給食」を目指した取組では、町内業者の製造した

加工品を新たに給食で使用するなど、地産地消をさらに進めました。 

 

⑵ 安全・安心の学校づくりの推進と教育環境の充実 

ア 学校施設の耐震化の推進 

 耐震化が未実施であった長井小学校体育館、余部小学校体育館の耐震改修工

事は平成２８年８月に、香住第一中学校管理棟の改築工事は平成２８年１１月

に完成しました。これで町内の学校施設の耐震化は全て完了しました。 

 そのほか、建設から相当の年数が経過した学校施設改修の取組として、村岡

中学校校舎の大規模改修工事が平成２９年２月に完成しました。 

 併せて、次年度に予定している村岡中学校体育館の大規模改修工事に向けた

実施設計を行いました。 

 

イ「危機管理体制」の確立 

  町内の全小・中学校が「震度５弱以上」を地震の際の引渡しの判断として統

一の危機管理体制が取れるよう「緊急時の児童生徒の保護者への引渡しと待機

の判断について」を策定し共通理解を図りました。 
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また、町の防災部局と教育委員会が連携して、全小・中学校の防災担当者と

学校での避難所運営訓練を実施するなど、学校防災体制の充実を図りました。 

  食物アレルギーについては、学校給食センターと学校との連携を図りながら、

アレルギー疾患を有する児童生徒について症状等の特徴を正しく把握し、給食

において個々の状況に合わせた除去食や代替食の提供を行いました。また、学

校内においても、アレルギー疾患を有する児童生徒についての情報を教職員全

員が共有し、疾患発症時の緊急対応について教職員の理解を深めました。 

 

ウ 学校の「組織力・教育力」の向上 

  学校園としての組織力や教職員の指導力の向上を図るため、各学校園におけ

る校内研修を積極的に開催するとともに、町教育研修所の各種事業と連携した

取組を展開しました。 

とりわけ、義務教育９年間を見通した子どもたちへの指導の在り方を調査研

究するため、小中一貫化事業として、各中学校区単位に視察研修を実施すると

ともに、特別支援教育の知見を生かした児童生徒への指導・支援の在り方につ

いて学び、児童生徒理解を深め、日々の授業に生かせる取組を進めました。 

また、今後の香美町の教育を担うミドルリーダーを育成するため、町全体と

して中堅教員の育成や若手教員の育成に努めました。 

 

⑶ 学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上 

ア 学校を核とした確かな絆づくり、親学習の推進 

  小・中学校及び就学前の各関係機関において、保護者会やＰＴＡ活動などで

親学習を推進し、子育て中の親同士の交流や子育て経験者との交流を支援しま

した。 

また、保護者、地域の見守り隊と協力した「あいさつ運動」を展開するなど

学校・家庭・地域が連携した教育の推進に努めました。 

 

イ 就学前教育・保育の充実 

  社会環境やライフスタイルの変化に対応する施策として、町内全幼稚園にお

いて預かり保育を実施しました。円滑に推移している取組のさらなる拡充と子

育て支援策の充実を目指しています。 

  また、教職員の専門的資質の向上を図る実効性ある研修を実施するとともに、

園の協働による質の高い保育を提供し、子どもたちの「生きる力」を向上させ

ました。 

 

ウ 子育て支援の充実 

  子育て・子育ち支援センターでは、子育て親子の交流の場を支援し、子育て

相談や保護者同士の交流の促進を図りました。また、各園所では、延長保育事

業や一時保育事業などの充実を図りました。 

 

エ 児童健全育成の推進 

  放課後児童クラブを設置して適切な運営に努め、児童の健全な発達の支援に
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努めました。 

 

⑷ 生涯学習社会づくりの推進  

ア 公民館活動を拠点にした生涯学習の推進 

  公民館講座や発表会など、公民館活動の企画運営を通して参加者の自主性・

主体性を育み、地域づくりに参画・貢献できるような人材づくりを進めるとと

もに、身近な学びの場を充実するべく、年齢層に応じた教室、高齢者大学、講

演会等を開催しました。 

また、公民館図書室にある本を定期的に各学校に貸出す「ジオンくんの本わ

か文庫」、乳幼児健診等での年齢に応じた「おすすめの本一覧」の配布、地域

を巡回する移動図書館車による本の貸出し、保育園への移動図書館車の巡回、

地区公民館等での「絵本の読み聞かせ」等読書運動の推進を図りました。 

 

イ 生涯スポーツ参加促進による体力づくり 

平成２７年度に策定した「香美町スポーツ推進計画」に沿って、継続できる

身近で手軽な生涯スポーツとしてラジオ体操と運動効果の高いノルディック

ウォークを地域に出向いて指導するなど、集落単位で取り組みました。 

また、少人数でも取り組める卓球や駅伝を奨励し、スポーツ大会や記録会を

開催するとともに、体育協会、スポーツクラブ２１の活動を活発に行い、体力

づくりの場として普段の練習に加え、大会開催や研修会を通じた指導者養成に

より、町民運動としての「体力づくり」を促進しました。 

さらに、昨年同様に町内で開催されるウォーキングイベントをネットワーク

化し、スタンプラリーを実施するなど、多くの町民に参加していただけるよう

啓発を行いました。 

 

ウ 文化活動の振興と文化財の保護・活用 

  昨年に引き続き、公民館活動で取り組んできた文化芸術活動を推進するとと

もに、文化協会への支援により、文化芸術に接する機会をつくりました。 

町内全域の取組に広げた「こどもの絵１００人展」は、昨年対比で、入場者

を増加させることができました。 

文化財の保護・活用では町内７カ所に伝承される三番叟の映像記録が完成し

ました。また、但馬文教府など町外での依頼が増加したことにより、歴史講座

等の講師依頼を昨年対比で増加させることができました。 

今年度から取り組んでいる香美町歴史文化基本構想策定事業では、町内の歴

史文化遺産のデータベース化に取り組ました。 

 

⑸ ふるさと教育の推進 

ア 地域におけるふるさと学習の推進とジオパーク推進事業との連携 

公民館講座「ふるさと語り部講座～山陰海岸ジオパ－クを学ぶ～」を開催し、

世界に誇る地域資源である「山陰海岸ジオパーク」について、歴史、文化、自

然とともに「暮らしの中の食」をテーマに地酒、ジビエ、カニなどについて学

び理解と愛着を高めました。 
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子どもたちがふるさとを知り、ふるさとに学ぶ学習、山遊びや川遊びといっ

た自然体験を行う「ふるさとおもしろ塾」を町内全ての地区公民館で開催しま

した。 

また、小学生を対象に「土曜チャレンジ学習事業」を開催し、香住区では海

をテーマに、村岡・小代区では山をテーマに、地域の人材や自然、資源を活か

して豊かな人間性を涵養し、ふるさとへの愛着を持てるよう、継続してプログ

ラムを実施しました。 

 

イ ふるさと教育ボランティアの充実 

地区公民館が学校と地域をつなぐパイプ役となり、ふるさとガイド編集委員

や放課後子ども教室ボランティアなども加えてふるさと教育応援団の充実を

図り、事業を円滑に進めました。 

また、放課後子ども教室を７地区で開設し、子どもたちと地域のボランティ

アスタッフとの交流を図り、子どもたちの自主性・主体性が高められるような

活動を進めました。 

 

ウ 「ふるさと教育交流会」の開催 

  「ふるさと教育交流会」としてふるさとの食文化体験とふるさと給食試食

会・取組展及びふるさと教育の実践発表を行いました。 

給食試食会・取組展では多くの町民の皆さんが給食を試食し、「日本一のふ

るさと給食」の取組への理解を得ました。また、各地域の青少年育成、ＰＴＣ

Ａ活動、町の「土曜チャレンジ学習」の取組等を５団体が発表し、町民に周知

することができました。 

さらに、町内の各学校園、公民館、関係団体等によるふるさと教育・青少年

育成活動の取組について、パネルにより「ふるさと教育取組展」で紹介し、周

知を図りました。 
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３ 点検及び評価する事務事業一覧 

No. 事務事業の名称 

教育振興基本計画による位置づけ 

担当課 教育の

方向性 
基本方針 施策 

1 学力向上ステップアップ授業（学校間スーパー連携チャレンジプラン）  Ⅰ 1 1 教育総務課 

2 就学前わくわく交流会    （学校間スーパー連携チャレンジプラン）  Ⅰ 1 1 こども教育課 

3 小学校コンピュータ整備事業・中学校コンピュータ整備事業 Ⅰ 1 4 教育総務課 

4 特別支援教育総合推進事業（各種相談事業） Ⅰ 2 9 こども教育課 

5 子ども多文化共生サポーター派遣事業 Ⅰ 2 9 こども教育課 

6 ふるさと給食の推進 Ⅰ 3 13 教育総務課 

7 ふるさと食材調理実習教室 Ⅰ 3 13 教育総務課 

8 通学路安全推進対策 Ⅱ 4 14 教育総務課 

9 教育相談センター運営事業 Ⅱ 5 16 こども教育課 

10 町教育研修所 Ⅱ 6 19 教育総務課 

11 子育て・子育ち支援センター Ⅲ 7 21 こども教育課 

12 小学校体験活動事業（自然学校・環境教育） Ⅲ 8 22 こども教育課 

13 トライやる・ウィーク推進事業 Ⅲ 8 22 こども教育課 

14 放課後プラン事業（子ども教室型放課後対策事業） Ⅲ 8 22 生涯学習課 

15 公民館事業 Ⅳ 10 26 生涯学習課 

16 図書事業 Ⅳ 10 27 生涯学習課 

17 青少年健全育成・青少年問題協議会事業 Ⅳ 10 28 生涯学習課 

18 人権教育推進事業 Ⅳ 10 30 生涯学習課 

19 スポーツ振興事業 Ⅳ 11 31 生涯学習課 

20 文化ホール事業 Ⅳ 12 33 生涯学習課 

21 文化財保護事業 Ⅳ 12 34 生涯学習課 

22 土曜チャレンジ学習事業 Ⅴ 13 36 生涯学習課 

23 ふるさと教育推進事業 Ⅴ 14 38 生涯学習課 

24 外国青年招致事業 
教育振興基本計画に記載なし 

平成28年度香美町教育の重点に

記載 

教育総務課 

25 香美町放課後児童健全育成事業 こども教育課 

26 香美町立幼稚園預かり保育事業 こども教育課 
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【参考】香美町教育振興基本計画による位置づけ 

基本目標：ふるさとに学び 夢や志を抱き ふるさと香美を大切にする人づくり 

番号 教育の方向性 番号 基本方針 番号 取り組む施策 

Ⅰ 

子どもたちの

「生きる力」の

育成 

1 「確かな学力｣の確立 

1 個に応じたきめ細かな指導の徹底 

2 主体的に学ぶ態度や幼小中を見通した学習習慣の確立 

3 創意工夫した学習活動の展開 

4 ＩＣＴを活用した指導力の向上 

5 進路指導の充実 

2 「豊かな心づくり」の推進 

6 道徳教育の充実 

7 ふるさとの伝統や文化にふれ、国やふるさとを愛する心の醸成 

8 学校・家庭・地域の連携促進 

9 学校における人権教育の充実 

3 「健やかな体づくり」の推進 

10 豊かなスポーツライフを継続する資質や能力の育成 

11 体力や運動能力の向上 

12 食育などの健康教育の充実 

13 日本一のふるさと給食の推進 

Ⅱ 

安全・安心の学

校づくりの推進

と教育環境の充

実 

4 「危機管理体制」の確立 
14 危機管理・安全管理機能の向上 

15 開かれた学校づくりの推進 

5 「教育相談」の充実 
16 教育相談の計画的実施 

17 児童生徒理解に基づく生徒指導の徹底 

6 
学校の「組織力、教育力」 

の向上 

18 教職員の協働体制の確立 

19 教職員としての資質と指導力の向上 

Ⅲ 

学校・家庭・地

域が一体となっ

た教育力の向上 

7 「親学習（親業）｣の充実 
20 家庭の教育力の向上 

21 関係機関との連携推進 

8 地域の教育力向上 
22 地域ぐるみの教育支援活動の充実 

23 特色ある「ふるさと教育｣の推進 

9 ＰＴＡとの連携強化 
24 ＰＴＡ活動の活性化 

25 組織的・継続的な連携の推進 

Ⅳ 
生涯学習社会づ

くりの推進 

10 生涯学習の充実 

26 生きがいのもてる生涯学習の推進 

27 生涯学習体制の整備充実 

28 青少年の健全育成の推進 

29 人権教育・啓発の推進 

30 人権学習の推進 

11 スポーツの振興 
31 各種スポーツ大会、スポーツ教室の開催 

32 スポーツ指導体制の充実 

12 
文化活動の振興と文化財の保

護・活用 

33 文化芸術事業の推進 

34 文化財の保護・活用の推進 

Ⅴ 
ふるさと教育の

推進 

13 ふるさとに学ぶ 

35 地域資源の調査・情報収集の推進 

36 ふるさとに学ぶ活動の推進 

37 学びの輪の拡充 

14 ふるさとを生かす 

38 人材の発掘と活用の推進 

39 人と地域のネットワーク化の推進 

40 地域における事業の継承支援 

15 ふるさとを創る 
41 推進体制の整備 

42 次代のふるさとづくりの試行 

 



　４　教育委員会事務事業評価書

教育の方向性Ⅰ　子どもたちの「生きる力」の育成

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等

学力向上ステッ
プアップ授業（学
校間スーパー連
携チャレンジプラ
ン）

・子どもたちの「生きる力」の育成、「確
かな学力」の定着を図る。
・小規模校の連携による効果的な授
業の研究と実践を行う。
・保護者、地域からより信頼される学校
づくりを行う。

香住小学校を除く９校を香住区５校、村岡区と小代区４
校の２つのグループに分け、各グループ内の同学年が
連携して年間１０回（３０時間程度）の合同授業や特別
学習に取り組んだ。
　Aグループ：奥佐津、佐津、柴山、長井、余部（A１：奥
佐津、佐津 A２：柴山、長井、余部）
　Ｂグループ：村岡、兎塚、射添、小代　（Ｂ１：村岡、兎
塚　Ｂ２：射添、小代）

Ｂ 維持

合同授業により他校の児童とのグループ
学習により、交友関係が広がり、コミュニ
ケーション能力の向上、主体性が見られ
た。また、お互いの学校同士でライバル
意識が芽生え、望ましい競争心が育って
いる。一方、教員自身も、他の教員の授
業を見たり、情報交換を行ったりすること
で、資質の向上に努めた。今後も、多人
数授業、複数教員の指導によるメリットを
生かした授業を展開していく。

小規模校におけるメ
リット、デメリットの検
証の上に、さらに有
効、効果的な推進を
図っていただきたい。

就学前わくわく交
流会（学校間スー
パー連携チャレ
ンジプラン）

・多くの友だちとかかわりながら、コミュ
ニケーション能力の育成を図る。
・山、川、海の自然に触れながら感動
体験をとおして豊かな心を育む。
・保護者、地域から信頼される園所づ
くり、職員の資質向上を図る。

町内の公立幼稚園、認定こども園、保育所がABCDの４
つのグループに分かれ、それぞれのグループ内で、な
かよし遊びや体操、クッキングなどの年間計画を立て、
月に１回、年間１０回程度「わくわく交流会」に取り組む。
また、グループ間の交流や香住幼稚園との交流、保育
園との４歳児交流を行うなど積極的に実施する。
①各グループ毎に月に１回～２回程度ふれあい遊びな
かよし交流を実施
　Aグループ（佐津、奥佐津）：１２回
　Bグループ（長井、余部）：１０回
　Cグループ（柴山幼、柴山保）：１３回
　Dグループ（村岡、うづか、射添、小代こども園）：村
岡、うづか各１３回、射添１１回、小代こども園１２回

Ａ
内容
改善

他園所との交流を通して、大人数で遊ぶ
という経験を積み、わくわく交流会で出
会った新しい友だちとすくに仲良くなって
いることを保護者、教職員は感じている。
また、いつも遊んでいる園所とは違う場
所での活動を通して、香美町の自然や
文化にふれることができている。今後も、
子どもたちがより多くの友だちと気持ちを
伝え合い、切磋琢磨できるよう取り組んで
いく。

４歳児・５歳児からの
交流は、小・中へとつ
ながる点で有効な取
組である。「学校間
スーパー連携チャレ
ンジプラン」の基盤を
形成する点で効果的
である。

4
ＩＣＴ機器・環境の
整備

小学校コンピュー
タ整備事業
中学校コンピュー
タ整備事業

児童・生徒にとって、より「わかる授業」
を実現するとともに、情報化社会に適
応した情報活用能力を育成していくた
め、小・中学校のＩＣＴ環境の整備を推
進する。

・平成２８年４月～８月　平成２７年度にタブレット端末を
導入した香住区内６小学校・小代中において各校２回
程度、タブレット端末の活用方法等研修会を実施した。
・平成２８年７月　町教育研修所情報教育研究事業部会
で「授業でタブレットをどう活用するか」というテーマで、
演習を交えて情報処理能力向上研修会を実施した。
・平成２８年７月～　県の学習支援ツール活用モデル事
業（３年間）を香住小学校において受け、Web上の学習
支援ツールを導入して効果的なツールの活用方法を研
究した。
・平成２８年８月　全教職員を対象とした情報セキュリティ
の研修会を実施した。
・平成２８年１０月　村岡小学校で開催された但馬社会
科部会研究大会での６年生のタブレットを活用した授業
を町内の情報担当者を中心に視察した。

Ｂ 維持

前年度末にタブレット端末の全校整備が
完了し、新たに整備した学校ではデジタ
ル教材を利用した授業の講習を行った。
また、今年度から町教育研修所情報教
育研究事業部会を設置し研修等を行
い、授業での活用が除々にではあるが増
えてきた。今後、引き続きタブレット、デジ
タル教材の活用を推進するため講習を
実施していく。

前年度末にタブレット
端末の全校整備がな
されたことは評価でき
る。次年度に向けて
利用回数の目標達
成を期待したい。

1

施策 外部評価
基本
方針

主な取組・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

総合評価

1
学習内容の習熟
の程度に応じた
指導

16



教育の方向性Ⅰ　子どもたちの「生きる力」の育成

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等
施策 外部評価

基本
方針

主な取組・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

総合評価

特別支援教育の
推進

特別支援教育総
合推進事業（各
種相談事業）

①ＬＤ、ＡＤＨＤ等により学習や生活の
面で支援を必要としている児童生徒
に対して、安定した学校生活や集団
生活が行えるように支援する。②出石
特別支援学校みかた校の教育相談を
開催し、障害のある児童生徒の保護
者への相談及び支援を行うとともに、
特別支援教育の視点から教職員の指
導力の向上を目指す。③視覚に障害
のある児童生徒や保護者の個別相
談・訪問相談を通して、生活や学習の
支援・学校における支援体制作りを図
る。

①学校生活支援教員巡回相談回数（自校相談は除く）
１５５回
　　（香住小→香住第一・香住第二　５９回、村岡中→長
井小・村岡小・兎塚小・小代小　９６回）
②みかた校における教室相談回数　１７回
③但馬北西部豊岡聴覚言語相談における特別支援学
校の教員による訪問件数　９件
④アイ・あいスクール　2件

Ｂ 維持

みかた校の教育相談や言語聴覚相談で
は特別支援学校の教師による相談が定
期的に実施でき、特別支援学級担任や
在籍児童生徒、保護者への支援ができ
た。アイ・あいスクールでは視覚障害教
育の専門家から直接指導助言を受ける
機会をもち、生活や学習の支援・学校に
おける支援体制づくりを行った。引き続
き、特別に支援が必要な子どもに対する
的確な指導について、特別支援学校と
連携を図っていく。

それぞれの相談や訪
問が定期的に実施さ
れることで、学校、保
護者の相互理解も深
まる。引き続き充実を
お願いしたい。

多文化共生教育
の推進

子ども多文化共
生サポーター派
遣事業

日本語指導が必要な外国人児童生
徒に対し、教員等と外国人児童生徒
のコミュニケーションの円滑化を促すと
ともに、生活適応や学習支援、心の安
定を図るなど、学校生活への早期適
応を促進する。

・中国から来日し日本語指導が必要な外国人児童生徒
（母語は中国語）が中学校に１名在学しているため、外
国人児童生徒の在留期間によって県からの子ども多文
化共生サポーター派遣を受けている。
年間派遣回数　中学校　下期のみ　３９回　　　１回の派
遣時間　４時間
・フィリピンから来日し日本語指導が必要な外国人児童
生徒（母語はフィリピノ語）が中学校に１名在学している
ため、子ども多文化共生サポーターを配置している。
年間派遣回数　中学校　上期のみ　６１回　　　１回の派
遣時間　６時間

Ａ 維持

村岡中学校からの派遣要請があり、下期
のサポーター派遣を受けた。香住第一中
学校からの派遣要請については、在留
期間２４か月以上となっているため、町費
による介助員を配置した。支援を必要と
する生徒の適応能力は個人差があり、在
留期間の長さにかかわらず支援を必要と
する児童が在籍しているため、町費によ
る多文化共生に係る介助員を配置し、県
から派遣のサポーターと連携を図り、学
校生活への早期適応に成果があった。

介助員の派遣は、日
本語の学習途上にあ
る子どもにとって不可
欠である。一部、町
費での実施に感謝し
たい。

2 9
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教育の方向性Ⅰ　子どもたちの「生きる力」の育成

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等
施策 外部評価

基本
方針

主な取組・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

総合評価

ふるさと給食の推
進

学校給食を通じて、食育を総合的か
つ計画的に推進し、児童生徒の健全
な心身や豊かな人間性を育むととも
に、地産地消による地元食材の活用
を促進し、生産者との連携や地域の
活性化を図る。

①ふるさと給食推進委員会：会議１回開催
②ふるさと給食推進員（コーディネーター）の配置
③魚食普及（年１２回実施）、但馬牛肉（年３回）、地元
産みそ１００％使用、メークイン、サトイモ、玉ねぎ、きゅう
り、ピーマン、かぼちゃ、白ねぎ、チンゲンサイ、小松
菜、カブ、なすの使用拡大、地元産特色米の使用、特
産物（干ししいたけ、鹿肉ウィンナー）の使用
④米提供農家の授業（香住小、小代小）、生産者との給
食交流会（長井小）、生産現場の見学（兎塚小など）
⑤生産農家の開拓、使用計画づくり
⑥ふるさと給食交流会の開催（村岡小学校、１８０人）

Ｂ 維持

香住区の生産者グループから地元産野
菜の納品を受け、主要野菜・いもの町内
産使用割合が増え、全ての学校給食セ
ンターで地産地消が進んだ。また、野菜
以外の特産物の使用も進めた。生産者と
の給食交流会や生産現場の見学を行
い、児童の地元食材への興味関心を深
めることができた。さらに、ふるさと給食取
組展・試食会を開催し、好評を得た。今
後は、同一品目でも別品種の作付けを
促すなど、長期間野菜が給食に提供で
きる仕組みを整える。

香美町の特色ある取
組の一つである。引
き続き、町内産使用
割合の目標達成に尽
力いただきたい。

ふるさと食材調理
実習教室

地元の食材や加工品の生産者を講師
として招き、子どもたちにふるさとの食
材のおいしさや農林水産業や特産物
への理解を深める。

７小学校、２中学校、１幼稚園、１保育所で、講師を招い
て地元の食材や加工品等を使用した調理実習を計１４
回実施
・小学校：奥佐津小１回、佐津小１回、柴山小２回、香住
小２回、余部小１回、村岡小１回、小代小１回
・中学校：香住第二２回、小代中１回
・幼稚園：佐津幼稚園１回
・保育所：柴山保育所１回
ふるさとの魚調理実習として、地元産のアジの三枚おろ
しをすべての中学校で実施
香住第一：１年生、香住第二：１年生、村岡中：１年生、
小代中：１年生

Ｂ 維持

地元の食材への理解や関心を深めるた
め、地元の食材や加工品の生産者を講
師として招いた調理実習への取組を推
進したところ、１１校園所で調理実習に取
り組み、すべての中学校で地元産アジの
三枚おろしの調理実習を実施し、技術習
得に向け取組を進めた。今後も地域の特
産物に目を向け、地元食材に対する感
謝の気持ちや、地域の価値を学び、ふる
さとへの思いや愛着を育てる食育の充実
に努める。

地元の生産者の生の
声を聞くことは、「食
育」にとって重要な取
組と言える。さらに充
実をお願いしたい。

3 13
ふるさと食材地場
産物の活用
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教育の方向性Ⅱ　安全・安心の学校づくりの推進と教育環境の充実

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等

4 14
学校安全システ
ムの構築

通学路安全推進
対策

関係機関と連携して各小・中学校の通
学路における合同点検を実施し、児
童及び生徒の安全確保に向けた取組
を継続的に行う。

各小・中学校に事前に照会した通学路の危険箇所に
ついて、平成２８年８月に「香美町通学路安全推進会
議」の構成員とともに合同点検を実施。対策が必要で
ある箇所について検討するための会議を同年１０月に
開催し、通学路の安全確保について協議した。
道路整備等の対策が長期間にわたるものを除き、年度
内着手を目標に掲げた案件については、道路管理者
等の協力を得て対策済みである。

Ｂ 維持

今後も通学路の安全を確保するため、毎
年定期的に危険箇所を把握するととも
に、ＰＤＣＡサイクルを基本とした対策を
継続実施する。なお、実績において、未
対策となっている危険箇所については、
平成２９年度以降に順次対策を行ってい
く。

危険箇所の対策実
施90％は評価できる
が、残された箇所に
ついてもできるだけ
早くの対策をお願い
する。

5 16
児童生徒の内面
理解に基づく指
導の徹底

教育相談セン
ター運営事業

学校が抱える問題について、関係機
関と連携して未然防止・早期発見・早
期対応に繋げる。
児童生徒及び保護者への教育相談を
行い、不登校児童生徒の解消に努め
る。

・カウンセラーによる子ども理解研修講座（５～１０月に
６回、対象者：教職員）
・適応教室を１箇所で開設
　香住教室：教育相談センター（月曜日から金曜日）中
３　１名、中２　３名、中１　１名
・学校・センター連絡会の開催　月１回（こども教育課職
員、適応教室職員、不登校・不登校傾向児童生徒の
在籍する各学校教職員）

Ｂ 維持

町内の就学前から中学校までの教職員
を対象とした子ども理解研修講座を実施
した。これまでから継続して同じ講師を招
聘している。受講内容を基礎講座と事例
研究とし、児童生徒や保護者へのカウン
セリングに役立てることができた。また、リ
ピーターも多く、日ごろの実践に大いに
役立っている。また、不登校や不登校傾
向の児童生徒の在籍する学校を定期的
に訪問し、学校と児童生徒及び家庭の
橋渡し的役割を果たしている。今後も、よ
り不登校の解消を図るため、学校や家庭
との連携強化を図っていく。

月１回の学校・セン
ター連絡会の開催
は、貴重な機会と
なっている。引き続
き、不登校児童生徒
の減少に尽力いただ
きたい。

6 19
町教育研修所の
講座充実

町教育研修所

教育に関する専門的、技術的事項の
研究及び教育関係職員の研修につと
め、教育の充実進展を図る。

・全体研修：「特別支援教育の知見を生かした児童生
徒への指導・支援の在り方」（８月２２日）
・学校間スーパー連携チャレンジ研修：９つの小規模校
が単独ではできない多人数での授業や少人数にグ
ループ分けした授業による学力向上を目指し、効果的
な授業づくりの研究に取り組んだ。
・一貫化教育研究：中学校区単位で一貫化に向けた魅
力ある教育の研究を推進する。
・中堅職員研修：教職経験年数５年以上の教員　８名
参加　・特別支援教育研究・外国語教育研究・情報教
育研究
・専門部会：校長会、教頭会、養護教諭部会、学校事
務部会
・研究助成：小中研究助成（１２校）、研究指定校（２
校）、特別支援教育部会、生徒指導部会、就学前教育
研究

Ａ 維持

全体研修会では、笑顔と心の豊かさ、情
報セキュリティーについて全教職員が学
び、共通理解を図ることができた。一貫
化教育研究では、中学校区単位で一貫
教育における先進校視察に出向き、それ
ぞれの中学校区における一貫化に向け
た魅力ある教育の在り方を研究する機会
とすることができた。その他の研修・研究
事業なども教職員の専門性の向上のた
めの研修を実施した。今後も、教職員の
指導力の向上、それぞれの校区におけ
る魅力ある教育を実践するため研修に取
り組む。

研修における理解度
が95％と高く、研修
内容や方法等が適
切であったものと評
価できる。

施策 外部評価
基本
方針

主な取組・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

総合評価
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教育の方向性Ⅲ　学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等

7 21
子育ての機関や
専門機関との連
携強化

子育て・子育ち支
援センター

子育て親子の交流を支援することによ
り、保護者の子育てに関する不安を緩
和し、子どもの健やかな育ちを促進す
る。

地域で安心して子育てができるよう、各支援センターに
おいて次の事業を行った。
①子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
②子育てに関する相談・援助の実施
③地域子育て関連情報の提供
④子育て及び子育て支援に関する講習会等の実施
⑤地域支援活動の実施
・香住　　平均来所人数　　５６８人／月
・高井　　平均来所人数　　３９０人／月
・小代　　平均来所人数　　２１５人／月

Ｂ 維持

年々少子化により対象親子が減少して
おり、さらに１歳程度の幼児も保育所に
預けて働く家庭が増えたことで子育て支
援センターを利用する親子が少なくなる
傾向の中、各センターとも保護者向けの
講座や子ども向けの指運動等を企画し
て来所を促している。各センターとも保護
者だけの自主グループをつくり仲間づく
りや悩みを共有し、センターで有効な時
間を過ごしている。

実施回数は、それぞ
れ目標回数を大きく
上 回 り 、 保 護 者 の
ニーズに対応してい
るものと、高く評価し
たい。

小学校体験活動
事業（自然学校・
環境教育）

自然学校：学習の場を豊かな自然の
中へ移し、長期宿泊体験を通して、
「生きる力」を育成する。
環境体験：人間形成の基礎が培われ
る時期に、命の営みやつながり、命の
大切さを学ぶ。

自然学校
 香住小　　　　　 　参加者　７４人・期間　９/２６～９/３０
 香住区５校連合　参加者　３２人・期間　５/３０～６/３
 村岡区小代連合 参加者　４９人・期間　５/３０～６/３
環境体験
 参加者合計　１３０人　活動回数　５６回

Ｂ 維持

５年生の自然学校は香住小と香住小を
除く５校連合、村岡区小代区は４校連合
で兎和野高原野外教育センターなどで４
泊５日の自然を身近に感じる体験学習を
している。学校と親元を離れ、同級生だ
けで数日間過ごすことで精神的成長が
みられ、集団行動の大切さを学んでい
る。
３年生の環境体験は学校内の自然や校
外の田畑や水路などに出かけ、季節の
動植物や営みを学習している。今後も校
外の指導員等も招き、地元の特性など教
室では学べないことを学習し、有意義な
授業としていく。

自然学校の実施にお
いて10小学校を２グ
ループに分けての実
施は、学校間連携の
関係からも効果的で
ある。さらに工夫をお
願いしたい。

トライやる・ウィー
ク推進事業

地域や自然の中で様々な体験活動を
実施することにより、地域に学び、自
分を見つめ、他人を思いやる心情を
育てるとともに、自律性を高め「生きる
力」を育む。

中学校２年生が５日間学校を離れ、学校外での職場体
験活動や福祉ボランティア活動などに参加した。

実施期間：６/６～６/１０（５日間）
参加生徒数：１７２人
活動事業所数：８２事業所
指導ボランティア数：１４５人 Ａ 維持

職場体験活動については、多くの生徒が
第一希望の活動に参加することができ、
校内推進委員会による調整や工夫が感
じられる。また、活動を通じて働くことの意
味を考えるキャリアプランニングの良い機
会にもなっている。引き続き、生徒の興
味・関心や希望に合う事業所との調整を
図るとともに、地域の教育力を生かすべ
く、多くの事業所や指導ボランティアに協
力をしていただけるように事業趣旨の理
解促進を行っていく。

活動に充実を感じた
生徒が95％と高く、
計画、内容の充実度
がうかがえる。残りの
５％の生徒の検証も
お願いしたい。

環境体験事業、
自然学校、トライ
やる・ウィークなど
の充実

施策 外部評価
基本
方針

主な取組・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

総合評価

8 22
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教育の方向性Ⅲ　学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等
施策 外部評価

基本
方針

主な取組・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

総合評価

8 22 ―
放課後プラン事
業（子ども教室型
放課後対策事業）

幼稚園・小学生を対象とし、主に放課
後に学校や地区公民館の施設を活用
して安全・安心な子どもの居場所を設
け、学習やスポーツ・文化活動、集団
遊び等を行う。異学年や教育活動推
進員（地域のボランティア）などさまざ
まな地域の人との交流を定期的、継
続的に行い、子どもたちの社会性・自
主性・創造性等の豊かな人間性を涵
養するとともに、ふるさとへの愛着を持
てるようにする。また、地域社会全体の
教育力の向上を図り、地域コミュニ
ティーの活性化や子どもが健全に安
心して暮らせる環境づくりを推進する。

地区公民館や学校の施設を活用し、平日の放課後を
中心に宿題や体験活動、集団遊び等の場を、７小学校
区で各年間２５日程度提供した。子どもたちの指導は
地域の方が行い、定期的に英語の先生との交流、地域
の高校生との交流、社会福祉協議会と連携しグループ
ホーム等との交流を行った。

おくさづっ子教室　　　年間２４日、２２４人参加
さづっ子教室   　 　 　年間２３日、５５０人参加
しばやまっ子教室　　  年間２４日、２４４人参加
ながいっ子教室  　　  年間２１日、　７９人参加
あまるべっ子教室　  　年間２３日、２７９人参加
いそうっ子教室　　　 　年間２５日、４８０人参加
おじろっ子教室　　　 　年間２３日、４０３人参加

Ｂ 維持

子どもたちに放課後の居場所を提供する
ため７教室開設した。地域の大人から茶
道、木工、しめ縄づくりなどを学んだり、
県立高等学校や社会福祉協議会等と連
携して交流を行い、地域社会全体の教
育力の向上を図った。また、県主催の研
修会にも参加し他市町の取組を学ぶこと
が出来た。今後とも、運営委員会や研修
会、アンケート調査を実施し、事業の成
果と課題を関係者が共通理解しながら、
子どもが健全にかつ安心して暮らせる環
境づくりを推進していく。

子どもの安全・安心
を図りつつ、学習や
スポーツ・文化活動、
集団遊び、異学年交
流等、多彩なプログ
ラムが用意されてお
り、高く評価できる。
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教育の方向性Ⅳ　生涯学習社会づくりの推進

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等

26
公民館を拠点とし
た生涯学習の充
実

公民館事業

・香美町教育振興基本計画に基づ
き、公民館活動を地域住民の生涯学
習の中核にして積極的に推進する。
・高度化、多様化する町民の学習要
求に的確に対応し、町民一人ひとりが
豊かな人生を送ることができるよう生涯
学習の充実、芸術文化活動の活性化
を図る。

[香住区中央公民館]
・各種講座 １２講座 １６９回
（延べ参加人数　１，２１４人）
・その他 ６地区公民館　一般講座など ７講座
[村岡区中央公民館]
・各種講座 １５講座 １６３回
（延べ参加人数　１，４５２人）
･その他 ３地区公民館　一般講座など  ８講座
[しいの木]
・一般教養講座 ３回　･専門講座 ５講座  ４６回開催
（延べ参加人数　９７８人）
[そ　　ぶ]
・一般教養講座  -回  ･専門講座 ６講座  ６３回開催
（延べ参加人数　５９５人）

Ｂ 維持

地域における学習・交流の場として、前
年度同様、香住区中央公民館で12講
座、村岡区中央公民館で15講座を開講
し、生涯学習の充実を図った。いずれも
延べ参加者数は前年を上回った。また、
そぶキャンパスの延べ参加者数につい
ては前年より大幅に増加した。今後も、
新規講座生の確保に向けて、さらに情報
発信をしていく。

それぞれに地域の状
況に応じた取組がな
され、参加者も大幅
に増加しており、評
価できる。

27
図書環境の充実

図書事業

図書の貸出業務、図書の購入、移動
図書館車の活用などを行い、町民の
読書への意欲を啓発し、生涯学習環
境を整える。

・新刊図書情報や読み聞かせの案内をホームページ
等に掲載し、町民の読書活動推進に向けて啓発した。
・毎月、移動図書館車「やまなみ」号で村岡区内、「メル
ヘン」号で小代区内各地区を巡回して図書の貸出を
行った。
・公民館図書室の図書を各学校に貸出す「ジオンくん
の本わか文庫」にあわせてリクエスト本の貸出しも行っ
た。
・乳幼児健診の待ち時間を利用して読み聞かせの実
施、ブックリスト等の配付を行い、読書の大切さを伝え
た。
・移動図書館車で保育所等へ行き、図書の貸出しやボ
ランティアグループによる読み聞かせを行う「むらカ
フェ」を行った。
・各読書ボランティアグループの育成及び連携、活躍
の場の提供を進めた。
・各公民館図書室で新刊図書が目立つように図書の整
理や配置を見直すなど、読書環境改善を行った。

Ｂ 維持

『香美町子どもの読書活動推進計画』の
基本方針である ”乳幼児期から本に親し
む、出会い・環境・習慣づくり” を重点的
に進めるため、ホームページでの案内や
乳幼児健診でのブックリストの配付等を
行い、図書室の利用啓発と本好きな子ど
もの育成を図った。また、「町じゅう図書
館」の推進のため、移動図書館車による
保育所等での絵本の貸出しや公民館図
書室の整理・配置変えを行うなど読書環
境改善を進めた。今後も情報発信に努
めるとともに、家庭、地域、学校、教育委
員会が一体となって読書に親しむことが
できる環境づくりを進めていく。

「町じゅう図書館」の
推進をはかりつつ、
学校園における読書
や「調べ学習」への
支援も引き続き充実
を図っていただきた
い。

総合評価
施策 外部評価

基本
方針

主な取組・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

10

22



教育の方向性Ⅳ　生涯学習社会づくりの推進

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等

総合評価
施策 外部評価

基本
方針

主な取組・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

28

ボランティア活動
の取組

情報メディア対策

青少年健全育
成・青少年問題
協議会事業

香美町内次代を担う青少年の健全な
育成を図り、生きがいのある豊かな町
づくりを進める。

・香美町青少年育成推進会議
　香美町青少年育成町民集会
  １１/１６　約６５０人参加
・香美町青少年問題協議会
　２/１７　委員１６人
  平成２９年度香美町青少年育成対策指　針の策定
・青少年健全育成事業
　家庭教育学級補助金　１０小中学校区

Ｂ 維持

１１月に香美町青少年育成町民集会を、
村岡小学校で実施し、薬物乱用の禁止
などの啓発ポスターを多くの方に見ても
らうことができた。また、香美町青少年育
成対策指針を策定し重点項目を決めて
取り組んだ。今後も引き続きスマートフォ
ン、インターネットの適切な利用の徹底な
ど、学校、PTAと連携しながら研修会の
開催、パンフレットの配布をするなど周知
を図っていく。

青少年育成町民集
会の参加者が目標を
大きく上回っているこ
と は 評 価 で きる。ま
た、家庭教育学級補
助金については、効
率的、効果的な運用
が求められる。引き続
き、留意いただきた
い。

30

住民学習会の充
実

各種団体の人権
学習の支援

人権教育推進事
業

参加する児童・生徒の自尊感情を高
め、部落差別をはじめとするさまざま
な人権にかかわる課題の解決に向け
た意欲と、差別に負けない実践力を
培う学習活動を実施するとともに、参
加する児童・生徒の差別意識の払拭
を図るため仲間づくりや人間関係の醸
成を基底とする交流学習を推進する。

杉の子学級：週1回、年間２５回
地域講師の指導・・・８回、講師８人
学年毎
１・２年生 ２１回 １回平均１０人、年間延べ２１４人参加
３・４年生 ２１回 １回平均１２人、年間延べ２５３人参加
５年生    １６回 １回平均  ９人、年間延べ１４７人参加
６年生    ２２回 １回平均１２人、年間延べ２６６人参加
あすなろ学級：
年間活動１５回…１回平均２人、年間延べ２７人参加
※竹の子学級は平成22年度から、とちの実学級は平
成２４年度から学級生がいないため休講

Ｂ 維持

教育の主体性・中立性を堅持し、同和問
題が人権問題の重要な柱であると捉え
つつ、学校教職員・外部講師等の熱心
な指導の下で確かな取組を積み上げて
いる。社会環境の変化とともに、保護者
の考えは多様化しているが、今後も多く
の子どもたちを巻き込んだ実効性ある交
流学習等の充実を図りつつ、部落差別
の解消へ資する教育施策として継続・深
化させていく。

価値観が多様化して
いる現代社会にあっ
ても、同和教育が人
権問題の重要な柱で
あることを踏まえ、実
効性のある学習の内
容、方法について、さ
らに充実を図ってい
ただきたい。

11 31

スポーツ大会、ス
ポーツ教室の支
援

地域の特性に
あったスポーツの
振興

スポーツ振興事
業

子どもたちをはじめ多くの町民が「継
続できる生涯スポーツへの参加」を目
標に、心身両面にわたる健康の増進
が図れるよう、各種スポーツ大会や教
室の開催を支援する。

①スポーツ推進計画に則った下記事業を含む各種事
業の実施
②小学生スポーツ教室１３教室 約３４０人参加（ｻｲｸﾘﾝ
ｸﾞ、卓球、空手、ｿﾌﾄﾃﾆｽ、水泳、柔道、走ろう、剣道、
香住海洋ｸﾗﾌﾞ、ﾁｬﾚﾝｼﾞ、ｽｰﾊﾟｰﾁｬﾚﾝｼﾞ、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、
ｼﾞｭﾆｱ陸上）
③健康体操教室　約１２８人（ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳォｰｸ、親子体
操、水中ｳｫｰｷﾝｸﾞ）
④１０/２但馬村岡ミニミニ駅伝　１３７チーム　　１０/１６
香美町駅伝大会　１４チーム　　１１/３香美町剣道大会
団体5チーム　個人　３８人
⑤ノルディックウォークの講習会開催、イベント毎にラジ
オ体操の実施、
⑥香美町ウォーキングネットワーク会議の開催　　宝探
しウォークの実施、ウォーキングマップの作成

Ａ 維持

教室や体験会については香住区会場が
中心であったが、村岡・小代区も会場とし
て教室等を増やし、町内全域で参加でき
る体制づくりに取り組んだ。さらに、今年
度初の取組として県立村岡高等学校ア
ウトドア・スポーツ類型の生徒と協力し、
町内のウォーキングポイント・観光情報を
盛り込んだウォーキングマップを作成し
た。今後もウォーキングコースの増加を行
いマップの充実を図る。全体的に町と町
民・民間と協力しながら教育振興基本計
画とスポーツ推進計画に基づき、より多く
の町民の方に町内のどこでもスポーツに
親しんでいただけるような業務の推進が
行えている。

スポーツ推進計画に
則り、小学生から成
人まで、地域の特性
を加味した様々な活
動が実施されており、
評価できる。また、村
岡高等学校との連携
によるウォーキ ング
マップについても周
知を図り、活用してい
ただきたい。

10
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教育の方向性Ⅳ　生涯学習社会づくりの推進

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等

総合評価
施策 外部評価

基本
方針

主な取組・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

33
文化ホール事業
の展開

文化ホール事業

町民を対象に公演等の機会を設け、
文化芸術の振興を図る。

【主催事業】
７月２２日　祭りの夜長はジャズ・コンサート　２５０人
８月２０日　映画「ミニオンズ」「かいけつゾロリ」 ３５０人
１０月３０日　第３９回ジョイントコンサート　２２０人
１１月１９日　スクリーン＆ジャズコンサート　１００人
１２月１７日　ファミリーコンサート「音楽のおくりもの」１６
２人
１月２２日　竹田恒泰講演会　３３０人
３月１９日　山本真市津軽三味線コンサート　１３９人
３月２６日　春一番コンサート　１５２人

Ｂ
内容
改善

今年度も、演目の検討を行い、プロモー
ターと調整を行いつつ事業計画を立て
た。南こうせつｗｉｔｈウー･ファンコンサート
が大盛況で入場者数が倍増した前年度
ほどではないものの、例年に比べて多く
の入場者を集めることができた。今後も、
コスト面、入場者満足度を考慮に入れつ
つ、演目を検討していく。

事 業 の 満 足 度 も 高
く、延べ参加者数は
目標を大きく上回っ
ている。引き続き、費
用対効果も視野に入
れ、魅力的なプログ
ラムの実施を期待し
たい。

34

歴史文化遺産の
調査と情報発信

歴史文化遺産の
伝承

文化財保護事業

町内の文化財の調査・保護・活用をす
すめ、町民の文化財に関する関心を
高め、地域に愛着を持つ人々の育成
を通して、まちづくりに寄与する。

・文化財審議会（１回）
・県指定八幡山古墳群、文堂古墳、三之谷２号墳の環
境整備、銚子ヶ谷カキツバタ群落獣害防止網の設置
（５～１１月）
・歴史文化遺産活性化事業（三番叟ポスター作製、一
日市・香住・新屋寿式三番叟の記録作成）
・歴史講座等の講師依頼（２３回、対象人数延べ８７５
人） Ｂ

内容
改善

前年度に引き続いて今年度も講座の依
頼も多く、以前から多かった足跡化石の
みではなく、町内の歴史についても講演
依頼が増えてきた。また、今年度は香美
町の伝統文化の講座として但馬文教府
が実施する「高齢者大学みてやま学園」
の講座依頼もあり、町内外へ香美町の伝
統文化を広報できる機会を増やした。歴
史文化活性化事業においては歴史文化
基本構想の策定にとりかかり、今年度は
基礎資料となる町内の歴史文化遺産を
総合的に把握するため調査を実施した。
平成２９年度はこのデータをもとに策定委
員会を開催し構想を策定する。

香美町の文化財は
「ふるさと教育」の貴
重な素材であり、活
用と保護の対象と言
える。
今年度、町内の歴史
文化遺産を把握する
ために行った調査の
結果をもとに、今後の
取組等々についての
検 証 を お 願 い し た
い。

12
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教育の方向性Ⅴ　ふるさと教育の推進

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等

13 36
多様な学習機会
の提供

土曜チャレンジ学
習事業

地域の多様な経験や技能を持つ人
材、企業等の協力により、土曜日に体
系的・継続的なプログラムを計画・実
施する取組を支援し、教育支援体制
の構築を図ることにより、子どもたちに
とってより豊かで有意義な土曜日を実
現する。

小学生を対象に年間１０回程度、香住区は香住区中央
公民館、村岡・小代区は村岡区中央公民館を拠点とし
ながら、野外活動、アウトドアスポーツなど香美町の自
然を活かした活動を、社会教育施設や地域の高校と連
携し行っている。社会教育施設職員や高校生、地域の
人が指導に当たっている。
【香住区】
活動日数：１０日
（土曜日７回、日曜日２回、長期休業１回）
対象者：延べ参加人数２３２人／年、平均２３人／日
内訳：奥佐津小３２人、佐津小１７人、柴山小６７人、香
住小９２人、長井小７人、余部小１７人
【村岡区】
活動日数：１０日
（土曜日５回、日曜日３回、長期休業２回）
対象者：延べ参加人数２３７人／年、平均２４人／日
内訳：村岡小６２人、兎塚小７６人、射添小４８人、小代
小５１人

スタッフ：延べ参加人数７５人／年、平均８人／日

Ａ 維持

社会教育施設と県立高等学校、教育活
動推進員等の地域の人材を生かし、豊
かな自然等の地域資源を教材にして子
どもたちに地域の価値を見い出す学習を
行った。また、異校区、異学年の小学生
が、校外で体験活動を通じて交流し、普
段とは異なる集団の中で、自主性・主体
性を高める活動をした。冬のスノー体験
では、香住区と村岡・小代区合同で行
い、各区の交流を図るとともに、ふるさと
に目を向けさせ、ふるさとへの思いや愛
着を育てた。

公民館、その他の社
会教育施設や県立
高校が連携する貴重
な機会となっている。
また、参加者、スタッ
フとも目標を大きく上
回っており、評価でき
る。

14 38

指導者の発掘、
育成

「ふるさとものしり
博士」の連携強
化

ふるさと教育推進
事業

ふるさとに愛着を持つ青少年の育成
を目指し、地域住民の参画と協働によ
るふるさと教育の支援体制の強化を図
る。

香美町ふるさと教育交流会を１１月１６日（日）に開催
し、約６５０人の参加
ふるさと教育推進委員会・実行委員会を年４回開催
ふるさと語り部講座を年５回開催
　各地区公民館でふるさとおもしろ塾を開催
ふるさとものしり博士研修会を１回開催
ふるさと教育取組展示を１１月～１２月に開催

Ａ 維持

ふるさと教育交流会は、第１部としてふる
さとの食文化体験とふるさと給食取組展・
試食会、第２部としてふるさと教育・青少
年育成・ＰＴCＡの発表を実施した。また、
パネル巡回展示を公民館で行うことによ
り、団体相互の情報交換と町民への啓発
活動を行った。ふるさとものしり博士部会
では研修会を行い、相互の情報交換、
資質を向上することができた。今後ふるさ
とものしり博士をさらに増やすことができ
るよう、人材の発掘を行い、ふるさと教育
の推進を図る。

ふるさと教育交流会
は、多彩なプログラム
が組み込まれ、魅力
的なものとなってい
る。参加者も目標を
大きく上回っており、
評価できる。
ふるさとものしり博士
も順調に登録者を増
やしており、その活用
が待たれる。

施策 外部評価
基本
方針

主な取組・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

総合評価
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その他関連事業

判定 方向性 判定理由、課題、今後の対応等

― ― ―
外国青年招致事
業

香美町内小・中学校の児童生徒の英
語教育及び外国語活動の充実と地域
の国際交流の進展を図る。

（財）自治体国際協会が行う外国青年招致事業（JETプ
ログラム）により、外国語指導助手３名を配置し、中学校
における外国語科等の授業の補助、小学校における
外国語活動等の補助、地域における国際交流活動へ
の協力等を行う。

【小学校】各小学校１４日/年（香住小のみ２８日/年）
【中学校】香住第一１７２日/年、香住第二７４日/年
　　　　　　村岡１１９日/年、小代５９日/年

Ｂ 拡大

学校による外国語指導助手の勤務評定
は概ね高い評価を得ており、町内小中
学校の児童生徒の英語教育及び外国語
活動の充実に大きく貢献している。また、
平成３２年度より小学校３年生から外国
語活動が必修になることもあり、今後も外
国語指導助手を配置し、教員の育成、小
中学校段階からグローバル化に対応した
教育環境づくりを進める。

外国語指導補助員
の勤務評定について
は高い評価となって
いる。引き続き、教員
との連携や研修等の
充実をお願いする。

― ― ―
香美町放課後児
童健全育成事業

保護者が労働等により昼間家庭にい
ない小学校の児童等（以下「放課後児
童」という。）に対し、授業終了後の適
切な遊び及び生活の場を与えて、そ
の健全な育成を図る。

・スマイルかすみ
　平均入所児童数５７人／月（最大入所児童数６７人）
・スマイルしばやま
　平均入所児童数　５人／月（最大入所児童数　７人）
・スマイルながい
　平均入所児童数　８人／月（最大入所児童数１４人）
・ふれあいむらおか
　平均入所児童数３２人／月（最大入所児童数３６人）
・ふれあいうづか
　平均入所児童数  ６人／月（最大入所児童数１２人）
・ふれあいいそう
　平均入所児童数  ５人／月（最大入所児童数１１人）
・かがやきおじろ
　平均入所児童数１０人／月（最大入所児童数１４人）

Ｂ 拡大

１０校区中７校区で開設しており、需要の
高さが伺える。ただし、通常利用が４人で
あっても支援員を２人配置することとなっ
ており、見守る職員の確保が必要となっ
ている。本年も待機児童を出すことなく保
育の必要な家庭の児童はすべて入所さ
せることができた。今後も、職員間で児童
の特性などを話し合い、小学校担任など
と連携をとり、健全な育成に心がけてい
く。

保護者のニーズに十
分対応できており、
評価できる。職員の
確 保 に つ い て は 、
ニーズの動向を見な
がら、尽力いただきた
い。

― ― ―
香美町立幼稚園
預かり保育事業

教育時間終了後も園児が安心して過
ごすことができる場所を提供し、仕事と
子育ての両立を支援する。

利用人数
・香住　　 平均利用園児数４０人／月（最大 ４２人）
・余部　　 平均利用園児数  ３人／月（最大  ５人）
・奥佐津　平均利用園児数　５人／月（最大　７人）
・村岡　 　平均利用園児数  ９人／月（最大 １０人）
・佐津　　 平均利用園児数　４人／月（最大　４人）
・うづか  　平均利用園児数  １人／月（最大  １人）
・柴山　 　平均利用園児数　６人／月（最大 １０人）
・射添　　 平均利用園児数  ６人／月（最大  ６人）
・長井　　 平均利用園児数　２人／月（最大　３人）

Ｂ
内容
改善

保護者の仕事と子育ての両立を支援す
るため、平成２７年度から実施した事業で
あるが、順調に運営できた。常に２人以
上の職員が必要であり、今後も専門員の
確保に力を注いでいく。

保護者のニーズに十
分対応できており、
評価できる。放課後
児童クラブと同様に、
職員の確保について
は、ニーズの動向を
見ながら判断すること
が求められよう。

施策 外部評価
基本
方針

主な取組 ・具体
的な達成目標 実施状況事務事業名 目的

総合評価

26
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Ⅳ 外部評価 

平成２９年度「香美町教育委員会の点検・評価」について 

  平成２８年度の点検評価においては、前年度と同様、香美町教育委員会事務

事業点検・評価調書、その他の関係資料の閲覧や各課からのヒアリング等を通

して、香美町教育委員会の事務の管理及び執行の状況についての自己点検評価

の適切さについて検証を行った。 

  外部評価は、学識経験者１名、保護者代表２名の計３名で行い、その合議の

もと、以下の評価をまとめた。 

  また、外部評価委員会において、事務局からは分かりやすい評価資料の呈示

を受け、委員の質問や疑問に対して誠実・丁寧な対応をいただいたことを付記

する。 

                        

１ 総合評価     

⑴ 総評 

平成２８年度における「香美町教育振興基本計画に基づく自己点検評価」は

全般にわたって「適切」また一部において「概ね適切」であり、各事業の今後

の方向性についての評価・判断も「適切」また一部において「概ね適切」と考

える。 

また、その結果、事務の執行や、事業の実施等が、適切に行われているもの

と認められる。 

  なお判定・方向性について、個別に検証した２６事業においては、 

  判定 Ａ  ７（１０）   方向性 拡大    ２（ ２） 

     Ｂ １９（１７）       維持   ２０（１９） 

Ｃ  ０（ ０）       内容改善  ４（ ６） 

     Ｄ  ０（ ０）       縮小・廃止 ０（ ０） 
（ ）内は昨年度２７事業における数値 

となっている。             

  それぞれの自己評価については自己評価対象の全２６事業が判定Ａ（２

７％）、Ｂ（７３％）であり、その評価も適切であると認められる。Ａ評価が

減少していることが気になるところであるが、ヒアリングの結果、大きな差違

は感じられず、担当者が厳しい目で検証した姿勢がうかがえ、その姿勢は評価

できる。 

方向性については、「就学前わくわく交流会」「文化ホール」「文化財保護」「香

美町立幼稚園預かり保育」の４つの事業が「内容改善」の対象にあげられてい

るが、平成２８年度の取組の問題があったとは言えず、それぞれの今後の工夫

が期待される。 

  事務局においては、今後も引き続き、それぞれの職務の公正かつ効率的・効

果的な遂行に努めていただきたい。 

  

⑵ 評価の方法 

ア 評価基準・判定について 

４段階「よくできている・できている・あまりできていない・できていない」
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に設定され、中間的規準を除いたことで曖昧さを排除できるものとなっており、

適切である。 

  また、その判定に当たっては評価指標を設定し、分かりやすいものとなって

いる。指標についても、指標を増やしていただくとともに、説明に当たっても、

他の評価指標を加味していただいた。 

 

イ 方向性について 

  「拡大」は、「放課後児童健全育成事業」「外国青年招致事業」の２事業であ

り、ともに今後さらにニーズが高まる内容であり、一層の充実を期待したい。 

 

ウ 評価指標について 

  事務事業点検・評価調書において、事業毎に評価指標が設定され、達成度・

到達度の判断についての根拠を明確にしていることは、適切である。 

  また、多くの事業で、評価指標を増やしていただいたことに、お礼申し上げ

たい。今後も引き続き、より適切な評価指標について、検証をお願いしたい。 

 

２ 重点施策の取組状況 

全体として、前期の教育振興基本計画に則り、その進捗状況は順調で所期の

目的を達成しつつあり、香美町の教育の活性化に貢献していると評価できる。 

平成２８年度の「基本的な考え方」においては、「こどもたちに夢と未来をつ

なぐまち」を町の将来像に定め、香美町の自然環境や産業などを学校教育に関

係づけ、他に見られない特色ある香美町の教育が展開されている。 

以下、「香美町教育の重点」の各項目について、述べる。 

 

⑴ 香美町ならではの魅力ある学校園づくりの推進 

  「ならでは」の基本にあるのが、学校間スーパー連携チャレンジプラン「学

力向上ステップアップ授業」「就学前わくわく交流会」であり、加えてふるさ

と学習の推進、「日本一のふるさと給食」「香美町トリプルチャレンジ大作戦」

など、香美町ならではの取組がなされており、香美町の特色ある施策・事業が

展開されていることは高く評価できる。 

その他にも、インクルーシブ教育システムの構築やアクティブ・ラーニング

の充実など、これからの教育の基盤形成にかかわる取組がなされていることに

敬意を表したい。 

 

⑵ 安全・安心で信頼される学校園づくりの推進 

  全国的に大規模な自然災害が相次ぐ中で、香美町の学校園においても、学校

施設の耐震化など、避難所として利用されることも踏まえ、防災への取組が求

められよう。幸い教育にかかる大きな事件・事故はないが、引き続き適切な対

応をお願いしたい。また、生活アンケート等においても顕著な「いじめ」や「体

罰」等の傾向は見られなかったことに感謝したい。 

学校園にあっては、引き続き「どこでも、誰にでも起こり得る」という認識

のもとに、安全・安心の確保に努めていただきたい。 
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  また給食等における食物アレルギー対応については、教職員にも適切な対応

が求められている。家庭との連携のもと、プライバシーに配慮しつつ、個別支

援プランを有効に活用し、防止に努めていただきたい。 

 

⑶ 幼児期の教育の推進 

  幼児期の教育は一人一人の生き方の基盤を形成すると同時に、小学校への円

滑な移行のステップともなる。「就学前わくわく交流会」や恵まれた自然環境

を活用した「巡回運動遊び」における他地域の子どもたちとの交流は、小一プ

ロブレムへの対応としても評価できる。 

また全幼稚園における週５日の給食は、職を持つ保護者にとっては朝の慌た

だしさを軽減でき、余裕を持って幼児に接することができるという効果もある。

食育の推進とも合わせて、一層の充実を期待したい。 

 

⑷ 地域の絆をつくる公民館活動の充実 

  「公民館」は、ふるさと教育の拠点としても重要な役割を担っており、世代

間交流を深めることもできる貴重な場所となる。 

中央公民館において「土曜チャレンジ学習事業」などは、大人を通して子ど

もたちに地域の魅力や誇り、絆を感じさせることができるので、引き続きその

効果に期待したい。 

  また、地区公民館においては地域子ども会、ＰＴＣＡ、老人クラブなど、地

域の密着した活動を行うなど、地域づくりに大きな役割を担っていることも評

価できよう。 

 

３ 教育振興基本計画の取組状況 

⑴ 子どもたちの「生きる力」の育成 

ア 幼児期での「学びの芽生え」の確立 

幼児期の「学び」において、「生活上の自立」「学びの自立」「精神の自立」と

いう考え方は、子どもたちが小学校、中学校へと成長していく上での基盤とい

える。それぞれに分かりやすく教育目標を定め、実践していることの効果に期

待したい。 

 

イ 小・中学校での「確かな学力」の確立 

  学習指導要領の趣旨に則り、研修・研究を推進し、子どもたちに様々な「学

び方」を伝え、子どもたちの主体的な学習への取組を促している。 

  教科学習の時間の確保に加え、朝学習などを通して基礎基本の充実を図るな

ど、具体的な取組を様々に推進していることを評価したい。 

  また、「課題解決的な学習」や「協働的な学習」を積極的に取り入れるなど、

これからの学びに求められる学習形態を推進していることは評価できる。「個

に応じた指導」との関連と共に、さらに研究・実践を図っていただきたい。 

 

ウ 学校間スーパー連携チャレンジプラン「学力向上ステップアップ授業」の推進 

エ 学校間スーパー連携チャレンジプラン「就学前わくわく交流会」の推進  
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学校間スーパー連携チャレンジプランの二つの取組は、「香美町ならではの教

育」を象徴するものと言えよう。小規模校については、様々な方向性が考えられ

る中で、連携型の教育活動は一つのモデルとして、その取組の成果と課題が注目

されているところでもある。どうか、主体的に取り組みつつ、香美町にふさわし

い教育活動のあり方を検証していただきたい。それらについて、他の市町関係機

関からの関心も高いと言えよう。 

 

オ 「豊かな心づくり」の推進 

  様々な体験活動が「豊かな心」を育成する。香美町においては、自然豊かな

郷土を素材に、「ふるさとものしり博士」や「ふるさと教育応援団」を活用し、  

「体験的なふるさと教育」を推進していることは、高く評価できる。 

  また、学校園において、いじめの対策が適切に図られ、効果をあげているこ

とも評価したい。 

 

カ 「健やかな体づくり」の推進 

「健やかな体」は、日常生活はもちろん、学校園生活における健全な成長の

基盤をなすものである。香美町における幼稚園からの週５日給食は、子どもた

ちの健全な成長を支えているともいえる。 

  また「香美町らしい教育の推進」の柱の一つと言える「ふるさと給食」の推

進は、地域の生産、流通、加工関係者の学校支援や子ども理解にもつながる絶

好の機会であるとともに、児童生徒の郷土理解を深める貴重な機会ともいえ、

さらに充実をお願いしたい。 

 

⑵ 安全・安心の学校づくりの推進と教育環境の充実 

ア 学校施設の耐震化の推進  

  学校耐震化等については、計画に従い、長井小、余部小の体育館、香住第一

中学校管理棟の耐震改修工事を終了するなど、順調に進捗している。その他に

ついても、計画通り工事契約及び改修に向け実施設計を行っている。 

今後も、耐震診断・点検と合わせて、施設・設備の瑕疵（かし）の有無につ

いても留意いただきたい。 

 

イ 「危機管理体制」の確立 

 昨今の集中豪雨等による地域災害により大きな被害が生じている。防災教育

の展開に当たっては、学校の立地や地勢的な状況を考慮した具体的な想定で行

われており、評価できる。訓練等においても、引き続き、保護者や地域との合

同連携で実施するなど、実際に対応しやすい取組を推進していただきたい。 

食物アレルギーについては、アナフィラキシーなど、状況によって重篤な結

果に至ることが多い。学校園においては、事例研究など、効果的な研修を進め

るとともに、給食センターなどとの連携をさらに図ることが求められよう。 

 

ウ 学校の「組織力・教育力」の向上 

  学校間スーパー連携チャレンジプランの実施に当たっては、関係する学校園
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それぞれの組織的なマネージメントと、連携学校園全体のマネージメントが重

要となる。保護者や地域住民の理解と協力・連携のもとで、さらに効果が上が

ることを期待したい。 

今後、アクティブ・ラーニングを中心に、子どもが主体となる教育活動が求

められるが、その基本には「個に応じた指導」があると言え、引き続き推進を

お願いする。 

 

⑶ 学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上 

ア 学校を核とした確かな絆づくり、親学習の推進 

香美町には、まだまだ家族や地域の絆は保たれているとは言うものの、家族

や地域のあり方に変化も見られる。 

現代社会においては、核家族化や価値観の多様化の中で保護者が子育てに不

安を感じたり、あるいは子育ての意識が持てなかったりする状況が進行しつつ

あるとも言われている。また、地域においては過疎化、少子化の進展にともな

い地域の絆が薄れつつあるという状況もある。 

そんな中で、「読書」「あいさつ」「体力づくり」の町民運動を通して、学校を

核に地域の絆づくりや親学習を推進することは、効果的な取組と言える。 

 

イ 就学前教育・保育の充実 

  すべての幼稚園において、教育時間終了後や土曜日、長期休業日の預かり保

育を実施していることは高く評価できる。引き続き待機児童が発生しないよう

に努めるとともに、就学前教育や保育内容の充実を図るための職員研修等を、

充実させていただくよう期待したい。 

 

ウ 子育て支援充実 

子育て・子育ち支援センターは、少子化の時代にあって、多くの保護者と子

どもたちが出会う場であり、その交流は小学校入学への貴重なステップとなる。

子育て支援とともに保護者同士の交流なども求められよう。また、一人親家庭

や多子世帯などの支援についても、引き続き充実を図っていただきたい。 

 

エ 児童健全育成の推進 

  児童の健全育成については、放課後児童クラブが大きな役割を果たしている。 

 「放課後子ども総合プラン」については、一層の「量的改善」と「質の改善」

を図るとともに、放課後子ども教室との連携も求められよう。 

 

⑷ 生涯学習社会づくりの推進 

ア 公民館活動を拠点にした生涯学習の推進 

  公民館においては、幼児から高齢者まで、ライフステージに対応した幅広い

事業が展開されており、町民の身近な学習の場となっている。また、高齢者が

公民館の運営等に参画することは、地域づくりのリーダーを養成することにも

なり、地域活性化の大きな要因と言える。高齢者の積極的な参画を期待したい。 

また、児童生徒の読書活動が求められているが、乳幼児検診でのブックリス
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トの配布、保育園への移動図書館による本の貸出しなどは「町じゅう図書館」

の基盤を形成する取組であり、読書を通じた町づくりにつながるもので評価で

きる。 

  豊岡市、新温泉町はもとより鳥取県岩美町との県域を越えた図書館相互利用

も町民の読書を高めるものと期待される。 

 

イ 生涯スポーツ参加促進による体力づくり 

  平成２７年度に策定された「香美町スポーツ推進計画」に則り、地域スポー

ツの振興や住民の体力づくりが、計画的に取り組まれていることは評価できる。 

  また、地域スポーツの振興に、スポーツ推進委員や、体育協会、スポーツク

ラブ関係者との連携は不可欠であり、引き続きその充実をお願いする。 

 

ウ 文化活動の振興と文化財の保護・活用  

文化協会への支援とともに公民館を中心とした文化芸術活動は、地域住民に

とって身近なものとなっている。とりわけ町内全域での「子どもの絵１００人

展」は、多くの来場者を得ているが、さらに多くの児童生徒が参加できるよう

な広がりも期待したい。 

計画されている「香美町歴史文化基本構想」の策定を進め、町内の様々な遺

産についての情報収集がなされることに期待したい。 

 

⑸ ふるさと教育の推進  

ア 地域におけるふるさと学習の推進とジオパーク推進事業との連携 

  「山陰海岸ジオパーク」は香美町の重要な資源である。観光資源としてだけ

ではなく、児童生徒の自然体験や環境学習に資するふるさと学習の貴重な素材

とも言える。 

  「ふるさと語り部講座」や「ふるさとおもしろ塾」など展開は高く評価でき

る。引き続きその内容や方法等についての工夫が求められよう。 

 

イ ふるさと教育ボランティアの充実 

  香美町においては、子どもの育成について、地区公民館が貴重な存在となっ

ている。 

「ふるさとガイド編集委員」や「放課後子ども教室ボランティア」などを加

えた「ふるさと教育応援団」の存在は、様々な点で効果をあげていると考えら

れる。 

また、地域の伝統行事の継承や地域の自然、歴史などを通して世代間の交流

を図るとともに、子どもたちの自主性や主体性を育むことが重要である。地域

の大人が地域の子どもたちを育てることは、世代間交流の観点からも、子育て

支援の観点からも貴重な機会であり、一層の充実を期待したい。 

 

ウ 「ふるさと教育交流会」の開催 

  交流会における「ふるさと教育・青少年育成・ＰＴＣＡ」等の関係者の発表

や、公民館における活動状況等のパネル展示を発通してそれぞれの役割や活動
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についての理解が深まったと思われる。 

  今後も連携と協働を推進し、ふるさと教育の伸展を図っていただきたい。  

 

４ 教育委員会の活動について 

  新制度での教育委員会の開催も２年目となり、教育長のリーダーシップと各

委員の協力により、円滑に協議を進めているものと認められる。 

平成２８年度は、定例１２回が開催され、３２に及ぶ議案・報告・協議を実

施するとともにその他の様々な教育課題や香美町教育のこれからについての協

議を重ねるなど、その機能と役割を十分に果たしていると言える。定例の会議

以外にも、近畿・県・但馬地域で実施された研修会に参加し、最新の教育動向

の認識を深めておられることに敬意を表したい。 

また、町内の学校園の入学（園）式、卒業（園）式に出席したり、その他の

機会にも学校園を訪問したりするなどの関わりは、学校園の教職員のモチベー

ションの高揚にもつながっていると言えよう。 

  なお、総合教育会議との関係も、円滑かつ適切であり、香美町教育の大綱が

定められた。相互に現状と課題の認識を深め、香美町の教育の振興に寄与して

いただきたい。 

 

５ その他について 

前年度に続き、下記に留意いただきたい。 

総合教育会議等の機会を活用して、町長部局の事業との関連において連携を

取りながら、予算の組み立てや事業の実施等、円滑な実施に取り組んでいただ

きたい。 

所掌事務の推進に際しては、教育活動にあっては学校園、保護者、その他に

あっては各種団体や町民の声を求めるなど、それぞれとのコミュニケーション

を図りながら教育委員会としての責務を果たすための主体性と、それぞれのニ

ーズへの対応について、適切に調整していただきたい。また、新しい学習指導

要領への円滑な移行に向けて、研修・研究を推進していただきたい。 

財政状況は好転してきたが、引き続き経費の効率・効果的運用に努めていた

だくとともに重要度、緊急度に応じた適切な運用をお願いしたい。 

 

 

香美町教育委員会の点検・評価 

 

外部評価委員会     

                                    委 員 長 廣 岡  徹 

副委員長 田 中 文 世 

委   員  茨     勝 
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